ヱヂソン倶楽部活動報告（第4報） by 花田 一磨 et al.
ヱヂソン倶楽部活動報告（第4報）
著者 花田 一磨, 佐々木 崇徳, 関 秀廣
著者別名 HANADA Kazuma, SASAKI Takanori, SEKI Hidehiro
雑誌名 八戸工業大学紀要
巻 36
ページ 157-164
発行年 2017-03-31
URL http://id.nii.ac.jp/1078/00003621/
Creative Commons : 表示 - 非営利 - 改変禁止
http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/deed.ja
八戸工業大学紀要 第 36 巻（2017） pp. 1-8 
 
− 1 −  
ヱヂソン倶楽部活動報告（第 4報） 
花田 一磨†・佐々木 崇徳†・関 秀廣†† 
 
A Report of Edison Club in Hachinohe Institute of Technology (Part 4) 
Kazuma HANADA†  Takanori SASAKI† and Hidehiro SEKI†† 
 
 
ABSTRACT 
   The education purpose of Department of Electrical and Electronic Systems of Hachinohe Institute of 
Technology is to bring up engineers who acquired broad culture and ethics, applied skill and conception 
ability that can utilize the knowledge of electrical and electronic technique. 
This department continued an educational activity according to this purpose, and established the place 
"Edison Club" which could perform manufacturing such as the electronic work at the end of 2009 by 
having received a request of students. 
   In this report, the activity reports of Edison Club in 2015 and 2016 are expressed. 
Key Words: Hachinohe Institute of Technology, Department of Electrical and Electronics Systems, education support 
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1. はじめに 
八戸工業大学電気電子システム学科では「幅
広い教養と倫理観を持ち、電気電子技術に関す
る知識を活用できる応用力と構想力を備えた技
術者を育成することを目的」1)とし教育活動を続
けている。「電子工作をもっと行いたい」「組
込みシステムを学びたい」という学生の要望を
受けたこと、本学科の教育懇談会において外部
委員よりアナログ回路技術者育成の必要性が述
べられたことなどを背景に、平成21年度末に電気
電子システム専門棟2階E205研究室を改装し、平
成22年度より学科内でものづくりを行えるスペー
ス「ヱヂソン倶楽部」を開設している2), 3)。本稿
では、このヱヂソン倶楽部の平成27年及び28年に
おける活動の報告を行う。 
2. エネルギー・環境教育教材の開発 
平成17年度より本学ではエネルギー・環境教育
の普及活動として地域の学校・市民向けの講演、
体験学習会、教材開発等を行っており、平成22年
度からは教材開発の際にヱヂソン倶楽部が活用
されている。ここではヱヂソン倶楽部にて開発
あるいは導入したエネルギー・環境教育教材に
ついて紹介する。 
 
2.1 「○○さん」発電所 
青少年のための科学の祭典in八戸など、電気電
子システム学科の教員が発電体験ブースを開設
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ワーク演習教材の開発，平成 28 年度電気関係学会東北支
部連合大会，1F04，2016.8.30． 
 
 
 
要 旨 
「電気は目に見えなかったり難しい数式を使うことが多いためわかりにくい」とよく言われる。
このため、電気のどこがわかりにくいのかを具体的に知ることができれば、電気を理解するきっ
かけを得られることが期待できる。本報告は電気工学の基礎科目の学習内容に関連した質問を設
け、電気のどういうところが難しいと感じるのかを抽出することを目的としたアンケート調査結
果の報告である。 
 
キーワード :八戸工業大学，電気電子システム学科，電気，アンケート調査 
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するときには発電体験装置一式を「○○さん」
発電所として貸出し、場合によっては装置の新
規開発・導入を行っている。名称の由来として
は、参加者の方が発電を行うため「○○さん」
に参加者の名前を入れてみてほしいと考えたた
めである。 
平成27年8月8、9日に開催された青少年のため
の科学の祭典in八戸では、ホースの途中に接続し
数ワット程度の出力が得られる小型水力発電機
を導入している。写真は残っていないが、棚の
上部にポリタンクを設置し、ポリタンクの蛇口
に水力発電機を途中に挿入したホースを取り付
け、水を流してイルミネーションLEDを点灯させ
た。流量や落差と出力との関係について学べる
ような仕掛けについては今後の課題となってい
る。 
また、「○○さん」発電所のエアロバイク発
電機部分は平成27年8月11日に弘前市のヒロロを
会場に開催された第18回エネルギー・環境教育シ
ンポジウムの学生による教材展示の際にも使わ
れている（写真1）。このときには発電機の負荷
に、発電機の発電電圧直流12ボルトで動作する直
流扇風機を追加した。従来は一度インバータを
介して交流100ボルトを発生させ、通常の扇風機
を動かしていたが、扇風機を直流化することで
無駄なく発電体験ができるようになっており、
発電電圧が低下したときのインバータの警告音
を鳴らさずに済むというメリットもある。 
 
 
写真1 学生によるエネルギー・環境教育用教材の説明の様  
子 
 
本教材の発展としては、現状ではエアロバイ
ク発電機や手回し発電機など複数の発電機があ
るが、それぞれ別の回路となっているため、そ
れぞれの回路を連系し直流システムに仕上げる
ことを検討している。 
 
2.2 メカドッグレース 
平成27年10月3日に黒石市にて開催された親子
で作ろう！「サイエンス体験教室」において学
科教員が発電体験ブースを開設する際、手回し
発電機で犬型の四足歩行ロボットを走らせるメ
カドッグレースの教材一式を貸し出した。この
際、ものづくり体験も含めてほしいとの注文で
あったため、写真2の右下にある手回し発電機の
製作キットを参加者に作ってもらい、ロボット
を走らせたり電球（自動車用の直流12ボルトで点
灯するバルブ）を点灯させたりしてもらった。 
 
 
写真2 親子で作ろう！サイエンス体験教室の様子 
 
2.3 リニアモーターカー教材 
平成28年度野辺地町エネルギー・環境教育実践
事業では従来行われていた液体窒素の実験が一
部アレンジされ、先端技術について学ぶという
ことで超伝導とリニアモーターカーを中心とし
たテーマに変更された。このため事業の担当教
員が既存のリニアモーターカー教材の修繕作業
を行っていたが、ヱヂソン倶楽部でも並行して
リニアモーターカー教材の試作を行った（写真
3）。この教材は、タカラトミーから販売されて
いるL0系のプラレールの車体の下部にネオジム
磁石を配置するとともに、プラレールのレール
の下に当たるようにブレッドボード上にコイル
を配置している。マイコンからコイルに対し順
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に電流を流すと、コイルが電磁石となり、車体
下部のネオジム磁石を吸引・反発して車体が前
進する、という仕組みである。推進力が若干不
足気味であったため、事業当日はタカラトミー
から販売されているリニアライナーが教材とし
て使用されたが、今後コイルの再選定及びブレ
ッドボード上での配線から自作基板へと変更し
たり、多人数参加型の教材とするためレール下
の電磁石を順番に通電できるようにスイッチを
設け、数名の手で車体を前進させられるように
する、などの改善を行っていきたい。 
 
 
写真3 試作したリニアモーターカー教材 
 
2.4 今のあかり昔のあかり 
先のリニアモーターカー教材とともに、平成28
年度野辺地町エネルギー・環境教育実践事業で
は省エネルギーのテーマが一時休止となり、昔
の技術と今の技術が比較できるようなテーマを
開設することとなった。そこで野辺地町の常夜
燈や近隣の横浜町の菜種を念頭に置き、現代の
照明と昔の照明の比較ができる教材の開発を行
った。写真4は行灯の灯りとしても使える灯明で
これを昔の灯りとし、エジソン電球のレプリカ
を今の灯りとした。両方の灯りを写真5の左下に
あるような2段のカラーボックスを横倒しにした
ものに入れた後、のぞき窓のついたふたをし、
灯りによって浮かび上がる文字の読みやすさを
比べてもらって灯りの今昔を体験してもらった。
なお、灯明で使用する油は常夜燈でも使われて 
 
写真4 灯明 
 
写真5 昔のあかり今のあかり 
いたというイワシ油を使った。 
 
2.5 もったいない・あおもり賞の受賞 
以上のようにヱヂソン倶楽部ではエネルギ
ー・環境教育用の教材開発や体験学習への協力
などを行っているが、この活動が認められ、平
成27年12月18日に開催された青森県ともったいな
い・あおもり県民運動推進会議が主催のもった
いない・あおもり県民運動推進大会においても
ったいない・あおもり賞（写真6）を受賞する運
びとなった。これもひとえにヱヂソン倶楽部で
活動する学生の頑張りがあったからこそだと思
うのでこの場を借りて栄誉を称えてあげたい。 
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写真6 表彰状 
3. その他教材開発 
平成17年度より本学ではエネルギー・環境教育
の普及活動として地域の学校・市民向けの講演、
体験学習会、教材開発等を行っており、平成22年
度からは教材開発の際にヱヂソン倶楽部が活用
されている。ここではヱヂソン倶楽部にて開発
あるいは導入したエネルギー・環境教育教材に
ついて紹介する。なお、ヱヂソン倶楽部に導入
されていた基板加工機は平成28年度に写真7のも
のに新調されており、以前と変わらず自作基板
が作れる環境が維持されている。 
 
 
写真7 Mits社製基板加工機FP-21T 
 
 
3.1 ソーラー振り子を作ろう 
ソーラームーバーのジャンク品がある程度の
個数入手できたため、3月の電気記念日に関連さ
せて八戸工業大学電気電子システム学科ヱヂソ
ン倶楽部おもしろ電子工房として平成27年3月14
日に「ソーラー振り子を作ろう！」を実施した。
写真8は八戸の郷土芸能である八戸えんぶりの烏
帽子をかたどったものであり、看板本体は厚紙、
花の部分は本物の烏帽子では椿が使われるが
「ソーラー」ということでひまわりの折り紙で
製作している。絵柄に関してはこの他に日本三
大駒の一つである八戸の八幡馬なども用意した。 
 
 
写真8 ソーラー振り子 
 
また、こちらの教材は平成27年度八戸工業大学
学園祭でも再利用している（写真9）。 
 
 
写真9 ソーラー振り子を作ろう（平成27年度八戸工業大学
学園祭） 
 
3.2 机から落ちにくいロボット 
平成26年度八戸工業大学学生チャレンジプロジ
ェクト「プロジェクトOSTY」の成果物の一つで
ある。以前から学科でロボット教材として使わ
— 160 —
ヱヂソン倶楽部活動報告（第 4 報）（花田・佐々木・関） 
 
− 5 −  
れている四足歩行ロボットはモーター一つで歩
行させるためモータドライバICを使っても前進・
後進しかできず、センサを搭載してもあまり多
様な動作をさせることができない。そのため写
真10の六足歩行ロボットはタミヤのツインモータ
ーギヤーボックスを使い旋回も可能としている。
赤外線センサを前後左右の足に取り付け、机か
ら脚がはみ出そうになったときに進行方向を変
えるようにしている。なお制御用のマイコンは
知能ロボット工学（？）等で良く利用している
Arduino互換のDa Vinci 32Uを使っている。こちら
のロボットについては平成27年4月の平成27年度
入学式教育研究展示で展示された。 
 
 
写真10 机から落ちにくいロボット 
 
3.3 イルミネーション電子工作「光るクジラ
のふんすい」 
平成27年8月8、9日に開催された青少年のため
の科学の祭典in八戸において、学科教員による
「○○さん」発電所に併設して実施したもので
写真11のようなイルミネーション電子工作を行っ
た。秋月電子で購入できるイルミネーション用
のフルカラーLEDを用いるとともに、単三乾電池
一本で点灯させるために昇圧用ICのHT7733Aを使
っている。また、LEDの光を見栄え良くするため、
光ファイバの代替として太目（30号）のテグスを
用いている。またモチーフとしたクジラは八戸
の「八戸太郎」の伝説や、会場となった八戸市
の児童科学館にクジラの化石が展示されている 
 
写真11 LEDイルミネーション「光るクジラのふんすい」 
 
ことに寄っている。 
 
3.4 八工犬ねぶたを作ろう！ 
平成27年10月10、11日に開催された平成27年度
八戸工業大学学園祭に向けて製作した（写真12）。
当時電気電子システム学科専門棟は耐震工事の
最中であり学科棟での展示ができなくなってい
たためせめて渡り廊下だけでも何か展示してお
こうと考えて作られたものである。 
ねぶたの骨組みは当初は竹ひごとタコ糸で製
作しようと検討されたが、ボンドが乾くまでの
時間が長くなってしまうため、竹ひごの代わり
に針金、タコ糸の代わりにより線（はんだがし
みこみやすい）、ボンドの代わりにはんだを使
ってねぶたの骨組みを作っている。 
 
 
写真12 八工犬ねぶた 
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学園祭） 
 
3.2 机から落ちにくいロボット 
平成26年度八戸工業大学学生チャレンジプロジ
ェクト「プロジェクトOSTY」の成果物の一つで
ある。以前から学科でロボット教材として使わ
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写真12の八工犬ねぶたはペンダントライト用で
あり、今後は音センサや焦電センサなどを使っ
て電灯の点灯制御を行ったり小型化してイルミ
ネーションを行うなどを検討している。 
 
3.5 二足歩行ロボットを作ろう 
電気電子システム学科では公開講座おもしろ
電子工房としてロボット教室を良く実施してい
る。実施の際に行われる参加者へのアンケート
調査では二足歩行ロボットを作りたい、という
希望がたびたび見られていたが、サーボモータ
ーを使うような本格的な二足歩行ロボットを教
材とするにはコスト面で厳しいため実施が難し
かった。しかしながら最近ホビー用のサーボモ
ーターが安価に入手可能になり、制御に必要な
マイコンも安価かつ容易に使用できるものが登
場しており、さらに平成26年度学生チャレンジプ
ロジェクト「プロジェクトOSTY」における四足
歩行ロボットの製作技術を基にして、かねてよ
り希望者が多かった二足歩行ロボットを教材と
した公開講座の実施にこぎつけることができた。
写真13は電気電子システム学科ヱヂソン倶楽部公
開講座「二足歩行ロボットを作ろう！」のため
に試作した二足歩行ロボットであり、写真14は公
開講座の様子である。 
 
 
写真13 試作した二足歩行ロボット 
 
 
写真14 公開講座「二足歩行ロボットを作ろう」の様子 
 
なお、こちらの二足歩行ロボットは平成28年度
の電気電子システム学科のオープンキャンパス
の学科体験の教材として活用されている。 
 
3.6 光るメドツ 
平成28年8月6、7日に開催された青少年のため
の科学の祭典in八戸では、昨年度のイルミネーシ
ョン電子工作を発展させ、かねてより関心のあ
ったテクノ手芸に挑戦しようと写真15の「光るメ
ドツ」を製作した。八戸では河童のことをメド
ツといい、ソーラー振り子、光るクジラのふん
すい、本稿では触れていないが数年前に製作さ
れた八幡馬の発泡スチロールアート・イルミネ
ーションから続く地域伝統とのコラボレーショ
ン工作となっている。光るメドツの本体はちり
めん細工となっており、内部に光るクジラのふ
んすいとほぼ同様の構成となっている回路が入
っている。頭頂部からフルカラーLEDの光が出る
ようになっており、PPシートで作った皿部分が
発行するようになっている。写真15の試作品は腹
部分にプッシュスイッチが入っているが、実施
当日（写真16）はスライドスイッチを本体の外に
出すような形とした。 
この他、光るメドツは平成28年11月27日に実施
された第11回科学であそぼう～おとなと子どもの
科学教室でも教材として用いられ、ことときに
はスイッチはブレッドボード用のジャンプワイ
ヤー（オス－メス）を二つに切ったものを用い、
— 162 —
ヱヂソン倶楽部活動報告（第 4 報）（花田・佐々木・関） 
 
− 5 −  
 
写真15 光るメドツ 
 
 
写真16 光るメドツの実施の様子 
 
差し込んでスイッチ代わりにしている。 
 
3.7 LEDサインボードを作ろう 
平成28年10月8、9日に開催された平成28年度八
戸工業大学学園祭では花田研究室の企画に協力
し、写真17のLEDサインボードを製作した。時期
的にハロウィンに近く、クリスマスも控えてい
る季節であるため、LEDを使った何かを作りたい
というところから企画が始まり、マインドマッ
プを活用して設計を進めていくことができてい
る。 
 
 
写真17 LEDサインボード 
4. おわりに 
教材開発及び教材を利用した体験学習会の実
施の他、例年の通り電気工事士の技能試験対策
講習をヱヂソン倶楽部において実施している
（写真18）。今後は試験対策だけでなく、強電分
野の工作につなげられるような仕組みを考えて
いきたい。 
 
 
写真18 電気工事士技能試験講習の様子 
 
以上、ヱヂソン倶楽部の開設から6、7年経った
平成27年および28年の活動について紹介した。前
回の報告ではヱヂソン倶楽部の活動を主導して
きた学生が卒業したため活動に停滞感がみられ
たことを懸念していたが、平成26年度学生チャレ
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ンジプロジェクトへの参加学生の活動もあって
ものづくりの幅が広がった感もある。ただ、平
成28年度よりヱヂソン倶楽部の部屋を新設のサー
クルである宇宙工学同好会が使用するようにな
ったためヱヂソン倶楽部の活用が縮小しており、
より多くの学生がヱヂソン倶楽部の活動の利益
を得られているかという点は引き続き課題とな
っている。今後もヱヂソン倶楽部の活動の成果
を学科の教育にフィードバックできるような仕
組みを考えていき、学生のものづくりへの興味
を喚起、満足させられるよう努力していきたい。 
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要 旨 
八戸工業大学電気電子システム学科では「幅広い教養と倫理観を持ち、電気電子技術に関す
る知識を活用できる応用力と構想力を備えた技術者を育成することを目的」とし教育活動を続
けており、「電子工作をもっと行いたい」「組込みシステムを学びたい」という学生の要望を
受けたことなどを背景に、平成 22 年度より学科内でものづくりを行えるスペース「ヱヂソン  
倶楽部」が開設された。本稿では、このヱヂソン倶楽部の平成 27年及び 28 年におけるエネル
ギー・環境教育用教材開発、学生の作品制作、電気工事士技能試験対策講習等の諸活動の報告
を行う。 
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